
〔国際会議発表〕

発 表 研 究者 新潟大学 工学部機械システム工学科 助教 寒川 雅之 2042106

参 加 会 議 IEEE Sensors 2014

出 張 期 間 2014 年 11 月 1 日〜11 月 8 日

開 催 場 所 バレンシア スペイン

発 表 論 文 Texture Measurement and Identification of Object Surface by MEMS Tactile Sensor

MEMS触覚センサによる物体表面質感の計測と識別手法

概 要：

IEEE Sensors はセンサデバイス，信号処理回路，センサ応用等幅広いテーマを網羅する国際会議であり，

本年はスペインのバレンシアで行われた。この会議ではセンサに関するあらゆるテーマが網羅されており，

センサの検知原理，設計・評価から，化学，バイオ，光学，機械量等の各種センサデバイス，アクチュエー

タ，センサネットワーク，材料・プロセス，回路，信号処理・インタフェースまでカバーしている。中でも，

近年，触覚センサは重要なテーマと認識されており，触覚センサデバイスに関する専用のセッションが設け

られている上に，他のセッションにおいても応用例等の発表が多く見られるようになってきている。

本研究は人間が指先で感じる触覚による質感に近い分類をロボットの指先にも実装可能な超小型触覚セン

サを用いて実現する手法を提案し実証したものであり，感性工学や仮想現実，さらには生産技術の分野で，

人間と機械の感覚を近づけるような新たな技術発展の可能性に繋がるものであると考えている。この会議で

の発表は，本研究の成果を幅広い専門分野の研究者に対し，技術のアピールと様々な観点からの議論や意見

交換を行うことを目的とした。発表後の質疑応答では，質感計測時の動かし方への依存性と検知原理として

合金薄膜のひずみゲージ抵抗を用いていることについての質問があった。いずれも本技術の本質を突くもの

で，実際に機械の自動制御等で応用する上で大変重要な質問であり，本研究の重要性と意義が十分に理解さ

れたと考えられ，発表の手応えを感じることができた。

〔国際会議発表〕

発 表 研 究者 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 博士後期課程 田中 大介 2042107

参 加 会 議 2014 IEEE-RAS International Conference on Humanoid Robots (Humanoids 2014)

出 張 期 間 2014 年 11 月 17 日〜11 月 22 日

開 催 場 所 マドリッド スペイン

発 表 論 文 An Optimal Control Approach for Exploratory Actions in Active Tactile Object Recognition

触覚情報に基づく能動的物体識別における探索行動設計に対する最適制御によるアプローチ

概 要：

IEEE-RAS International Conference on Humanoid Robots (Humanoids) はヒューマノイドロボットの専門

会議として最も重要な国際会議である。2014 年はスペインのマドリッドで開催され 284 件の投稿のうち 170

件の発表が採択 (採択率 59.9%) された。申請者はこの会議にて，人間の生活環境下でロボットが活動するた

めに必要不可欠な，環境認識技術のためのロボット制御法に関する発表を行った。発表に際し，研究成果の

国際的な周知と共に，有効性と実応用可能性についての見識や議論を深めることを目的とした。

発表論文では，環境認識の一例として触覚情報に基づく物体認識問題を取り扱った。例えば硬さの違う 2

物体を区別する場合には押す動作により得られる情報が有益であるが，安易に設計された探索行動を実行す

れば対象物体を壊してしまう，もしくはロボット自身が壊れてしまう可能性がある。発表論文は，有益さに

加え，しなやかさ (安全性や柔軟性) を考慮した探索行動を設計するため，行動設計問題を最適制御問題と

して定式化する手法を提案するものである。

本発表は，本会議中でのインタラクティブセッションでの発表に加え，能動学習に関するワークショップ

での口頭発表とポスター発表の 3 回に渡って行った。インタラクティブセッションでは制御の面からの意見

を交換することができ，またワークショップでは能動学習を専門とする研究者とその面からの議論・情報交

換を行うことができた。さらに，発表全体を通して，研究の方向性や必要性の確認を行うことができ，本研

究を発展させる上で有意義な参加となった。
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